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　ア トピー性皮膚炎患者 に お い て
， 常食す る 米の 除去 は 困難 で ある が

， 高圧処理 に よ り
， 米 ア ル ブ ミ ン

グロ ブ リ ン を 95％ 除去 した低 ア レル ゲ ン 米 （A カ ッ ト米）の 有用性 を検討 した．対象は AD 患者 7名

（男 3，女4），年齢 軽 カ 月〜4 歳 8 カ 月（平均 3 歳 2 カ月）， 米RAST ス コ ア 1 又 は それ以上 の患者を用

い た．低ア レル ゲン米を 4 週間摂取 ， 前後 に 末梢血より得 た buffy　coat を米 ア ル ブミンs グロ ブリン 0．1
〜1 00pg ／m 豆の 10 倍希釈濃度を用 い て刺激 し，　 sLT 遊離の刺激指数 （SI）を CAST 法 に よ り求め ， 低

下率を測定し た．

　米ア ル ブミン刺激では，最高 22．4〜96．5 ％ （平均 70．9）の低下が認め られた．米グ ロ ブ リ ン刺激で は

最高 33．3〜97．0％ （平均 72．9）の低下 が認 め られ た、全例 に おい て ， 皮膚症状 の 改善を認め た．
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　Stirnulatioll　Index　（S，1．）

cellular　aI1吐igen　s亡i［ココu［ation　test （CAST ） hypoallergenic

は じめ に 対　象

　 EI常摂取す る 食物に よ る異常反応］1（adverse 　rea （；−

Lion　to　food）はよく知 られ て い るが，その 中 で ，免疫学

的な機序 の 明 らか な もの は，食物 ア レ ル ギー （fo｛〕d　a！−

lergy）と呼ばれ て い るL）　：S］．小児における食品 の 内，卵

・牛乳
・
大 ワ：は 三大 ア レ ル ゲ ン と して，ア レル ギ ー疾

患 に お ける関与， 機序な どが解明され て お り，そ の 除

去 に 関 して は 比 較的容易で あ る が，主食 で あ る 米 や 小

麦に関して は除去が隅難で 明確な急激 な症状を呈す る

場合 を 除き，そ の 除去は余 りさ れ て お らず，又臨床 的

な解析も少なV ・4／s）。今囲我 々 は 高 圧 処 理 に よ り米 ア

ル ブ ミ ン ・グ ロ ブ リ ン を 95％ 除去 した低 ア レ ル ゲ ン

米 〔A ）61 を川 い て
， その 有用性 を検討 した．
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Abbreviations ：　 AD 　；，1亡opic　derinatitis；　 ELISA

enzyme −linked［mmunos 〔＞rbcnt 　assay ；　RAST 　　radio
一

ε111ergosoben ｛ t．es1 ；　 SDS −PAGE 　 sod 工um 　 dodccyl

su！fate　po↓yacryiamide　gd　eleCtrophorcsis 　；　　S，亘，

S亡imulation　Index ；　 sLTs 　 sulfidc ［eLエkotriens

　小 児 の ア トピー
性 皮膺 炎患 者 7例 （男 4p女 3，内 3

例 は気管支喘息を合併），乍齢 1⊥カ月一4 歳 8 カ月（平

均 3歳 2 カ 月）を対象 と した （Tab ⊥e　1）．末梢 jil／　lgE

値は 130−− 3300U／ml （平均 1540＞，皮膚テ ス ト及 び

RAST に て 陽性 〔ス コ ア ≧ 2）の ア レ ル ゲ ン は HD と ダ

ニ 3例，卵 6例，牛乳 3 例 ， 大豆 5 例 ， 小麦 5 例，ソ バ

粉 4例，猫毛 1 例，ホ
ー

レ ン ソ ウ 1例，ピー
ナ ッ ツ 工

例，魚 1例，カ ン ジ ダ 2例，ア ス ペ ル ギ ル ス 1 例 で あ っ

た，こ れ らの 患者 は，卵
・
牛乳

・
大 豆 ・

小麦 ・ホーレ

ン ソ ウ ・ソ バ 粉等の 食 r福 よ除去又は制限を し て お り，

又外用，消毒療法等にて ， L要な症状は軽快 して い る

が ，時 に 原 囚が 分 らず，全身の か ゆ み
， 部分的な悪化，

粗雑な皮膚症状がみ られて い る．7 例中 2 例 で は酵素

処理米を
・
時期試みた こ ともあ っ たが，症状 の 改善に

は気付 い て い な い ．米に よ る RAST は 1
ス コ ア 3，1

例，ス コ ア 2，5 例，ス コ ア ］，1例 で ある、コ ン トロ
ー

丿レに ｛よ，　｛建康 淘配ノg7f 列 （男 3，女 4，　22〜32 歳，　1F 均 27

歳 8 カ 月） を用 い た．
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A ： ns1 ．hma

AD ：a匸｛，pic　derlliatitis

1）e：ril ｝［1し⊃r ≡11　L）L〔）C〕（1　↑　〔it／X ［　1
−
a 【1

lh　al　 v〔〕OI］ユtenlperatur

I50〔；rpm ，4℃，　ismii）

たは抗 IgE を加 え，37℃，40 分 incubate後，上清 liiに

遊離 した sutfide　leukotriene　C4．．D，：，E4（sLTs ）を ELISA

法 に て 測定 し，得られた値 を，抗原を加えない ブ ラ ン

クの 値 で 除 し，刺激指数 〔St［mulation 　lndex ，　S」e ）を求

め た．

Bu「f｝．〔oar 十 ［1，3

↓ 結 　果

AILtigeu　 stillユulatiOm

Supel−1］；ltalLt

↓

E丁．TS．へ

37℃，40mln
3000rp凪 4℃、　m 血

Fi9，L，　 Cellu］ar　antigcl］sd ］／nulati⊂》n　tcsl／ 〔CへST）．

方　法

　ア トピー性皮膚炎 に対する治療法 （主 として外用，

消毒療法〕は従来通 りに行 い
， 乂，低 ア レ ル ゲ ン 米 （A ｝

も， 逓常米とlri∫じ
．11．［：（50　g

− 400　g）を 4 週間摂取さ せ ，
．
前後，末梢．lfll．よ り白．血球を分騅し，

　 CAST 〔cellular 　an −

tigen　stirnulation　test）法s）ylにより米 ア ル ブ ミン ，グ ロ

ブ リ ン 刺激及 び pOsitive　control と して，抗 lgE刺激に

よる ロ イ コ トリエ ン 遊離能 を測定 した．

　CAST の 方法 は De　Weck ら の
．
方法 に よ り 行 っ た

（Flg．」）．すなわち，末梢 th］1をデ キ ス トラ ン 法 に よ り，

採取 した buffy　c（，at を IL−3 に て 刺激後，
．
米ア ル ブ ミ ン

0．1〜ユO［s， 米 グ ロ ブ リ ン 0．1．．− 103pg〆ml （10 倍希釈），ま

　米ア ル ブ ミ ン 0．lpg／m ［刺激 で は，患者ue　O．32〜4，03

（mean ± SEM ，　L66 ± 0．47），　 l　pg ／ml にて OA7〜5．12

〔2．74± O．74），10　pgf
’
ml に て ／．16、・27．90〔6，89± 3．67），

100pg ．！ml に て 1．00〜5〔｝．0 〔14．4 ± 6．8D ，1000　pg／ml

に て は 〔〕．84〜・14．0 （5，32± 1．91） の SJが得られ た．

　
．・

方 コ ン トロ
ー

ル 群 は 0．lpg ．／ml に て ｛〕．39〜598

（mean ± SEM ，1．72± 0．57），　 l　pg ／ml に て 0．39〜2．27

〔0，99 ± 0，18）， IC〕pg／mL に て 〔｝．39〜1．11（0．86± O、（）9），

100　pg ／ml に て 030〜・2，40 （1．2  ± O．」．9），1000　pg／ml

に て 〔｝，39．一．1．48 （0．99± O．」．6） で，患者群 とコ ン トロ ー

ル 群を それ ぞれの 濃度で 比 較す る と，1pg ／ln ！，ユ000　pg

／ml に て は ， 患 者群 に お い て 有意 の 高値 を示 し た （p
＜0，05）。米 グ ロ ブ リ ン 0．1pg 〆ml 刺 激 で は 〔｝．8〜4．99

（lnean ± SEM ，2．〔｝O ± 〔〕．56），1pg ／ml に て 0．96〜3．26

（1．82± 0，37），10pg／ml にて L〔〕8・− 4．
．
73（2．38± O／19，），

100pg ／ml に て 1．OO−−14．2 （5，09± ⊥．89），1000　pg．／
’

ml

に て
， O．67・− 13．30 （5．：12± ］．76｝で あ っ た．一一

方 コ ン 1・

ロ
ール 孑洋は O．1pg 〆

．
ml （こ て，　0，3〜1，32　（rnean ± SEM 、

0．88± O．13），｛pg〆

’
ml に て 0．3〜L6｝ （098 ± 〔｝．14），10

pg／ml に て O．39．　・− 2．84 〔1．3ユ± 024），　 IO〔〕pgf
’

ml に て

0，37〜2．27q ．25± 0．22），　 IOOO　pg／ml に て 1．08〜4．07

（2．15 土 0．44）と患者群に て高値を 示 し，O．1〜100　pg／mL

に て 右意 の 高 f直を示 した （p ＜0、05〕（Flg．2）n 抗 lgE刺

激 に て は，患：者群 1．59− 64，〔〕0 （meal 〕 ± SEM ，27．90±
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　Fig．2．　 CAST 　by　rice 　albumin 　and 　globulin、

　By 　albumin 　1コatiellt 　9
’
roup （  ）show 　ed　higher　stilnuLation　index　than 〔℃ n しro ］（⊂）｝，

By　l　pg 、〆mi 　and 　IOOO　pg／ln ［†here　wel ℃ asigr ｝ificant　differencos〔p＜U．05）．　By　globL⊥Hn

the 　patiel1匚gro1U｝showed 　hi舅her　s亡ilr］uian ／［on 　irldex　arld 　there　werc 　signi 「ical・lt　differ−
cnces 　〔p＜0．05｝　by　gl（，bulin　O．i〜王OO　pg 〆lnl、

9．22），コ ン トロ
ー

ル 群 097〜5．98（3．2  ± 0，9）に て 患者

群が有意の 高値を示した （p〈o．05）（Fig．3）、

　低 ア レ ル ゲ ン 米食 後の CAST に よ る刺激指数 は 米

ア ル ブ ミ ン 0．1pg ／ml に て O．78〜1Ll4（mean 土 SEM ，

093 ± 〔｝．04），lpg／ml に て 0，64− 2．36 （ユ．34 ± 0．23），

10pgf ’
ml に て 0．90〜1，97（1．26± eJ／3），100　pg，i

’
ml に て

0．94− 1〔｝．5 （3，06 ± ］．30），1〔〕0〔〕pg／ml に て 0．34〜6．98

〔／．77 ・・ 0，86＞で あ っ た．米グ ロ ブ リ ン の CAST 刺激指

数 は Oil　pg／ml に て 0．71〜L33 （mean ± SEM ．1．04±

0．08）， lpg／ml に て 0．64、’］．26　C1．00± 〔｝．08），ユOpg／ml

にて 0．64〜2D6 （1．29± O．21），100　pg／ml に て 〔｝、9・− 2．44

（1．24± 0，20），ユOOO　pg ／
／
ml に て 023、2，79 （1．38± O．35）

で あ っ た．即ち，低ア レ ル ゲ ン米食を 4 週間続 け た 後

の CAST の 低 下率は米ア ル ブ ミ ン に て は 最高 22．・4−−

96．7％ ， 米グ ロ ブ リ ン に て は ユ例 を除 く 6 例 に最 高

57．4〜96．98％ の 低下率が認 め られ た （Fig，4）．

　
・
方 ， 抗 lgE 刺激に よ る CAST 刺激指数 は，低 ア レ

ル ギ
ー米食前 1．59− 64．0 〔mean ± SEM ．27．9　± 　9．　．2｝か ら

1．10〜20，0 （7．66± 28⊥） と有意の 低下がみ と め られた

（70．32± ILO2％，　p ＜0．05）。皮醤症状 は 3 例 で は ス テ ロ

イ ドの 外用 を要せ ず，4例 に て ス テ ロ イ ド外用景が減

少 しe 全例におい て ，発赤，苔癬化が改善し，しか も

皮膚 の 判雑 さが 改善し た，以 ドに代衷的 な症例 を呈示

する．

症例 L 一三〇理 0 子 女 3 歳 8 カ 月 （c：ase 　D ）

　乳児期 よ り軽度の 湿疹があ っ た が 外 用 療 法に て 治

まっ て い た，1歳頃よ り風邪 の 時 に 咳発作 ，喘鳴が起 こ

る様に な り，頻繁 に 呼吸困難 を主訴と して，救急処 置：

を受け る よ うに な っ た ．3 歳 ， 当科受診 ， 検査 に て igE

l30U ／ml ，　RAST に て はハ ウ ス ダ ス ト，ダニ ，米，カ ン

ジ ダ，ア ス ペ ル ギ ル ス に 陽性 で あ っ た．初診峙，皮膚

症状お よ び中等度の 発作頻発に よ り食物 除去 （卵，牛

乳，大 豆 ），イ ン ター
ル 水溶液 ＋ Vcnetlin定時吸入療法

1 「13 回を開始 （平成 8 年 6 月）し，小康状態を保 っ て

い た が ，皮膚症 状 は 原因不明 に 増悪する こ とが度 々 起

N 工工
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Fig，3．　 CAST 　by　allt．i−lgE．
Pa匚it・llt　gro しLp　sh 〔）wed 　significant 　higher　stimulat ／ien

…ndex
’
　than　e 。ntr ・1 〔P く〔1．05L

こ っ た ．平成 8 年 8 月 （3 歳 7 カ 月），実家 に行き，お

もち（15〔｝g）を摂取後 ， 数時間後 に 頭頸部 ， 腕肩背中 ，

腹部，そけい 部か ら腿に 発疹，そ う痒，掻破を起 こ し

浸潤傾向を示 し， 近医 を受診 した．米との 関連を指摘

さ れ，米を ⊥ 日 3食 → 1 食に減ら した．以後，皮膚症状

は頸部 ， 前腕 ， 膝窩部に 限極して きた が夜中に痒み で

か きむ しる こ とがあ っ た．平成 8 年9 月 よ り低 ア レ ル

ギ ー米 を 開始 （1 口 1 回，200g），前 と 4 週 間後 に

CAST を施行 し，刺激指数を求 め た．米 ア ル ブ ミ ン の

CAST に よ る刺激指数 （S，1．｝は 最高 8．94−・0．94 と 89，5

％ ， 米 グ ロ ブ リン で は 7．16→ O，94 と 86．9％ の 低 ドが認

め ら れ た．抗 IgE の CAST も，36．0 か ら 3．10 と 9．　IA

％ の 低
．
ドをしめ した．なお ， 皮轡の 発赤、か ゆ み は軽

度に て ，日常の 支障は な く（夜の か ゆ み も起 こ らず）又 1

喘息症状 も小康状態を保っ て い る，

症例 2．丹 ○一（：） 男 3歳 9カ 月 〔case 　G）

　新生児期，顔爵〜頭部の 湿疹があ り，外川薬を使川

し，．峙 的な改善をみるが中止するとFi：発 し， 3 カ月で

は全身に広が っ て きた。近医に て除去食療法 （卵，牛

乳 ， 大豆製品）， 外用療法 を受け て い た．1歳 6 カ 月時

に当科を受診した ．

　現症 ：発育や や 不良．全身性 に湿疹局面があ り．殊

に顔面，前腕，下肢 に発赤，湿潤が 著明で あ っ た．

　ア レ ル ギ
ー

検査 の 結果，IgE　l800　U／ml ，　RAST に て

ハ ウ ス ダ ス ト，ダ ニ ，食物 ア レル ゲ ン （卵白 ・卵黄，

米，大 畝，小麦，そば，ピー
ナ ッ ッ 〕，魚類 に 陽性 で あ っ

た．

　治療 1   除去食療法は従来 の まま持続させ   環境

の 整備，  入浴を頻繁にする，  石鹸，洗剤 ， シ ャ ン

プ
ー

類 の 改善，  消毒療法，  ．夕憐1療法，  イ ン ター

ル経［．［，に て 皮膚症状 は 改善 して きた．

　2 歳 U カ 月頃，風邪の 時 に咳発作，1喘鳴が 起こ る よ

うに な り，近医 に て 抗 ア レ ル ギ
ー

薬内服治療を開始 し

たが，そ の 秋 （95年 10−−11月）に は中等度の 気管支喘

息発作が週 に ⊥〜2 回起きて い た，

　96年 9 月　（3歳 9 カ月）低ア レ ル ギー米を 開始 した

（1 日 2 パ ッ ク ，400g ）．ア ル ブ ミ ン に よ る刺激指 数 は

最高 50．〔〕→ ．1〔〕．54 と 78．9％，グ ロ ブ リ ン に よ る刺激指数

は 最 高 828一レ0，9 と 89．13％ と 低
一
「 し た．抗 工gE の

CAST に よ る刺1敷指数 も54，0 か ら 16．0 と 70．4％ の 低

ドを不 した．1 カ 月後 の 皮膚症状は全体が改善し，そ れ

ま で，原 因不明 に 膝窩，肘部内側 を か きむ しる こ と（掻

破）があ っ たがそれ もな くなっ た ．また ，全体的に粗

雑 な 皮膚 も平滑 に 改善し て きた．更 に 1年前の 秋季と

異な り軽度の 喘息発作が 1回 起 きた だけで s 以後喘惣．

症状は起 こ っ て い ない 。

考 案

　小児の ア レル ギ
ー

疾患にお い て は ， 食物 ア レ ル ゲ ン

の 関与す る事が 多い ．殊に 食物 ア レ ル ゲ ン は，消化 s

吸 収 の 課程 を経 て 消化管 の み で は なく全身性 の 症状 を

示す場合が あ る こ とが特徴で あ る，また，1にに即時型

の 反 応 の み で な く， 食後数時間 し て 起 きる 遅発型反応 ，

更に は液性免疫 の 反応 の み で な く，細胞性免疫の 関与

も指摘 され つ つ あ りID．，そ の 診断 は困難 な こ とが 多

い ．特に，AD と食物に は，不明な機序が多く異論が多

い の が現状 で あ る 1，／，ll〕．従 来食物 ア レ ル ギ
ー

診 断の 〃7

v
’itro法に て は RAST 法が小児 に も侵襲 の な い 万法 と

して，多川され て お り．皮膚テ ス トと共に ア レ ル ギー

の 診断法 として 確 涙され て い るが ， 食物 ア レル ギ
ー

に

閧して は時に 臨床症状との 解離が認 め ら れ て い る．食

物 ア レ ル ギーの 確定診 断 と して は dOuble　blind　pla−

cebo 　controlled 　food　challenge （DBPCFC ♪が い わ ゆ る

“
goldstalldard1

’
として確立され て い る が ， 冂常の 診療

に は 限界が ある b 更に食物ア レル ギ ー
の 患者は，単一

の ア レ ル ゲ ン に 陽性を示す よ りむ しろ，多種 σ）ア レ ル

ゲ ン に陽性を示す例が多い ．今匡［1の 対象例に お い て も
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Table　2　HypQaUergenic　ricc

嬲 蜘

難、　　　、　匸　　P　’　　　、

、鐘。蠍

蠶

　　　　　　．響獵鑾豪「
　 　 　 　 　 　 ゑ さぽ アみ まえヨえごな

・・
一
繕 ∵

：

詩鞭 ：醜
・：鯵

　み 、、　 難 　 ：窺 　 恐
訟 1論 諞

　A ：市販品

　B ：処理米 （A カ ッ ト米）

　C ：未処理米

MW ：分 子量 マ
ーカー

Fig．5．　 Conlparisorl　of　l互ypoa ！lergic　ricc 　（F ）　alld

（A ， wi 匸h　rlormal 　rice 　by　SDS −PAGE ．

　Therc　showcd 　sHght 　bars　ai’ound66 ．6．5　KDa 　and 　a1−

most 　al上salt 　soluble 　pro亡eins 　 were 　eliminated ．⊥6　Da

proteins　werc ］ess し11an　hypoa！lergenic　rise 　（F）．

1例 を 除 き，6 例 は い わ ゆ る三 大食物 ア レ ル ゲ ン の 卵
・

牛乳 ・大豆類に 陽性反応 を示すこ とに よ り， それ らを

除去 し，通常 の 治療 を行い ，ある稚度 の 症状 の 改善を

み て い る．三 大食品の 除去は 比 較的容易で あ る （鯛 え

ば，卵除去食品，牛乳 　1，〔乳，ペ プチ ド ミル ク 等，人

豆 　ノ ン ダ イズ ミ ソ，シ ョ ウユ 等）．　一
方米は LJ本人 の

主食 で あ り，食物全体 の 中で 占め る比率は最大で あ り，

こ れ を除去す る こ とは困難 で あ る．従 来 は低 ア レ ル

ギー米と して ，塩 口∫溶性成分を除去した もの が 開発導

入 さ れ，臨床的な有用性が示 され て お り｝川 〕，我 々 の

症例 〔a．c）の 2 例 はその 低ア レル ギ
ー米を試みた が，

味覚の 点で 聞題があり，離乳 の 初期は別と し て味覚 の

発達 した年齢 に な る と摂取 したが らず，又 コ ス トの 面

で も継続 は 不可能 で あ っ た．ま た，米 ア レル ギーに は，

雑穀が勧め られ る こ とが あ るが，雑穀で も米との 共通

抗原が多く（cross −reactivity ）， 真 の 除去 に な っ て い な

い こ とが ある 1’o．Table　 2 に い わ ゆ る低ア レ ル ギ ー米

と して rfi販 さ れ て い る 製 ill，を挙げ る ．宮川 らに よ る と，

成 入 の 難治性 AD の 70％ に 米 ア レ ル ギ ーが 認 め ら

れ，低 ア レ ル ギ
ー

米導入 に よ り，AD の 改善 をみ て い

る．今lljlの 低 ア レル ゲ ン 米 （A ）は，有機栽培米を高圧

処理 し，米 ア ル ブ ミ ン，グロ ブ リ ン の 95％ を除去した

もの で あ る L5〕，　 SDS　PAGE に よ る と．塩 lr」
』
溶性蛋 白は

1．　ProしeaSc ／一しrca しed 止lyPoELLLergenic 　rk ：e 　〔F）

　 Ei［miuat ／ed 　salt　and 　water 　s⊂〕huble　 al1）／1min 　and 　gbbulin

　 l〕yactilユase ，

　 Effective［ユess　was 　showll 　ill　riue　allergic 　at（）pic　dermaritis．
2．　 ／丶】ka1［ne 　しrea ［ed 　ri じe

　 AlkaHIle　treEltmじnL　was 　d〔〕ILc　to　saL亡s（レ［uble 　pardcLe　and

　 protein　was 　decreased　t〔〕 65％、
3．ITypoal］ergenic 　rlce 　treated 　bン hyperprcssure 　〔A）

　 By 　hyperpres．surc／ rice 　albumiu 　and 　globulin　were

　 eiill／il／ated 　（］2 【llg／9　to　1［r19！9）．

　
「
raste　and 　flavor　are 　close 　to　 natural ．

4。　Ric⊃C／ 1re ｝1吐C／d　b、
厂laGtD＄e

　 Decrcused　pr（，teill　by　lactose．　Used　for　renal　insu「「icicllcy，

ほ と ん ど検 出せず，66，　6．5　KDa の 蛋 白 は多少残っ て い

る もの の ，⊥6KDa の ア レル ゲ ン 蛋ピ1は，従来 の 低 ア レ

ル ゲ ン 米よりも少な くほとん ど検 出されな い こ とが 示

され て い る （Fig．5）ゆ ．そ の 特微は農藁 の 検出は認 め

られず，栄養学的 に も普通 の 米とほ ぼ同等で あ り，更

に ，調理 の 手 間がか か ら ず，風味が通常 の 米 と かわら

な い （卦供達が い や が らな い 〕 とい う利点が あ る．更

に 今回の 如 く，皮膚症状が通常 の 治療法に て 改善 は あ

る もの の ，原囚不明に増悪が認め ら れ る ケ ース に お い

て ，1例 （症例 D ）を除 き ， それ まで 明らか に 米が関与

し て い る か 否か の 断定が で きなか っ た 症例にお い て，

RAST ス コ ア
ー

が ユ又 は そ れ 以 「：を示す症 例 に，4 週

問 と い う短期 の 投 与にお い て も，米 ア L・ル ゲ ン CAST

の 低下が全例 に お い て 認め られ ，更 に臨床症状も著明

に 改善 して い る事は ，
こ の 低 ア レ ル ギ

ー
米（A ）が ア レ

ル ギ ー疾患，殊に難病ともい え る ア トピー性皮膚炎 の

患者に 有用な食品 として評価され る べ きで あ る と考え

られ る．

　更に，こ れ らの 症例に お い て ，通常の RAST 法の み

で な くCAST 法に よ り米 に 対す る陽牲反 応が示 され

て お り，中 で も 5 例 に お い て 刺激指 数 〔SJ，）が 8 以 ヒ
，

最高 50の 強陽性 を示 して お り，CAST 法 に よ る ア レ

ル ゲ ン 診断法 もア レ ル ゲ ン 解析 に お い て 有用 な方法 で

あ る と考え ら れ る．

　CAST 法は 1991年 De　Weck らに よ り開発 され た

ア レ ル ギー
の 診断法で ある．すな わ ち，末梢1魚の bufけ

coat を 工L　 3 に て 刺激 し，抗原 を反応 させ る こ と に よ

りドと して 好塩基球 よ り，ア レ ル ＄
’一一反応を惹起する

slJl
’
（］．i が遊離され ，一一

部 は LTD4 ，　E4 に 変化す る，こ れ

ら su ↓fide！euko 亡riene を ELIS．A 法 に よ り特 異的に 測
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定す る有意な系 として ， IgE 依存性 の ア レ ル ギー反応

の み で な くpscudo −allergy と さ れ て い る 非 lgE 依 存

性の 反応 をも検出する方法として ア ス ピ リ ン 喘息，薬

物ア レ ル ギ
ー

に も応用 されつ つ あ る．

　細胞を用い る実験系に お い て は ，常に細胞の viabi ；−

ity， 抗原 の 至適濃度 ， 実験系 の 再現性が問題 となるが ，

CAST 法に お い て は 既 に De　Weck らに よ り基礎 的な

検討が くり返 され現在，有用 な検査法として，実証さ

れ て い る，今 1国デ
ータ を示 して い な い が

， 我 々 も抗 lgE

刺激 を用 い た系に て も，再現性が 認め ら れ て い る．

　食物 ア レ ル ギ ー
の 場合 の 除去食 の 有用性 ， 除去 の 期

問に 関して は，臨床症状 が 重要な客観因子である が 、

今回 4週 間 とい う短期の 除去 に て も CAST 値 の 有 意

な低下及び症状の 改善が認め られた こ と は通常の 除去

期聞 （時 に 漠然 と数 カ 月〜数年とい う長期に 行 わ れ て

しまう傾向がある） に関しても ， 指針 ともなるべ き所

見 を提示して い る と考え る．

　 こ の 研究 に 関 し て，御助 言くだ さ っ た ，奥田　稔先生，宮

本昭正 先生 ，森 田　寛 先生。デ ーター整 理 に携 わ っ た浅 田康

子嬢に 感謝を捧げます，
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EFFECTIVENESS  OF  HYPOALLERGENIC  RICE.BY  CAST  gX'NiXLYSIS
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   Rice is the main  food tuken every  day in Japan, VIe iriLroduced hypoallergeni(} rice  (95% of  albumin  and

globulin were  taken  ofl' by hyperpressLtre method)  for 4 weeks  to 7 atopic  derTnatitis patients  (ill 3, f4) ,
 11

mo  4 y 8 m  (rneun 3 y 2 m)  "'ho  showed  the RAST  seore  of rice 1 or  morc,  Stimulation Index by CAST  (ceP
lular antigen  stLmulation  test.) were  comparecL  before and  after  takLngthe  rice  (50 iv400 g) . By albuinin  (O.1
'u

 100 pg/rnl) , inaxirnum  decreases of S.I. were  22.4"'96.5%  (mean 70.9) and  by globulin inaximum  decreases

of S.1. were  (O.1 
-vlOO

 LLg/ini) 33.3-- 97,O% (mean 72,9) . In all the patients the skin  conditions  were  improved.


